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委
員
長　
　
池
田　
博
美

副
委
員
長　
長
谷
川
和
重

委　
員　
　
山
口　
　
守

委　
員　
　
大
路　
　
恒

委　
員　
　
木
村　
圭
二

委　
員　
　
山
田　
立
美

町
内
に
７
団
体
の
卓
球

登
録
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、

各
団
体
で
練
習
し
て
い
ま

す
。
町
民
大
会
や
ふ
れ
あ

い
卓
球
大
会
な
ど
を
行
い
、

団
体
間
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
の
若
年
層
は
技
術
指
導

に
よ
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
、
高
齢
者
は
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
的
な

生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

卓
球
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
で
楽
し
み
な
が
ら
競
技

で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
卓
球
を
通
し
て
人
と

人
が
つ
な
が
り
、
町
が
よ

り
元
気
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

公
式
大
会
が
で
き
る
よ

う
に
、
い
な
み
野
体
育
セ

ン
タ
ー
に
空
調
設
備
を
設

置
し
て
ほ
し
い
で
す
。

卓
球
台
が
古
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
順
次
更
新
で

き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
関

連
の
予
算
を
拡
大
し
て
ほ

し
い
で
す
。

読
ん
で
い
ま
す
。
表
紙

や
最
終
ペ
ー
ジ
に
注
目
し

て
い
ま
す
。

住
民
と
議
会
の
距
離
が

近
く
な
る
よ
う
に
、
住
民

参
加
の
コ
ー
ナ
ー
や
子
ど

も
の
記
事
や
写
真
な
ど
元

気
の
で
る
記
事
を
載
せ
て

ほ
し
い
で
す
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か

議
会
だ
よ
り
は

読
ん
で
い
ま
す
か

卓
球
協
会
と
し
て

望
む
こ
と
は
何
で
す
か

町
に
望
む
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か

加古福祉会館で練習する「卓球協会」のみなさん

体
育
協
会
「
卓
球
協
会
」
を
訪
ね
て

130

●
議
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

小林　孝夫さん
   こばやし  たか お

（八軒屋）

稲
美
町
は
、
た
め
池
が
多
く
、
田

畑
が
広
が
り
、
草
花
が
美
し
く
、
空

気
が
お
い
し
い
等
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮

か
び
ま
す
。
現
在
、
先
人
か
ら
受
け

継
い
だ
土
地
を
、
私
た
ち
は
年
齢
と

　
こ
の
原
稿
を
考
え
て
い

る
時
に
、
稲
美
中
学
校
が

全
国
中
学
校
駅
伝
女
子
２

連
覇
の
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー

ス
。
「
耐
え
抜
い
て
全
力

を
出
し
切
っ
た
子
ど
も
た

ち
を
尊
敬
す
る
」
と
の
、

監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
。

　
彼
女
た
ち
に
元
気
を
い

た
だ
き
、
議
会
も
町
の
課

題
解
決
に
臨
み
ま
す
。

（
山
口　
守
）

みごと2連覇！
（稲美中学校女子陸上部）

12
月
定
例
会

と
も
に
守
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
地
域
の
人
た
ち
が
、
の
ど
か
で

美
し
い
田
園
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、

「
稲
美
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と

思
う
よ
う
な
稲
美
町
に
し
た
い
も
の

で
す
ね
。
そ
の
た
め
、
今
一
度
稲
美

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
壊
さ
な
い
よ
う
み

ん
な
で
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
。

「美しい稲美町」

広
報
常
任
委
員
会

7P・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13人が一般質問まちづくりをどうする

4P・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・指定管理者決まる（都市公園・加古大池）

妊娠出産子育て支援に2,983万円・・・・・・・・・・・2P

稲美町卓球協会
会長 赤松　秀司さん
会員 ・男性　　46人
 ・女性　　71人
 合計　117人

あかまつ ひ で し

227862_つーえむ_稲美町議会だより_いなみNo167_P01-18
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12
月
定
例
会

○
妊
娠
出
産
子
育
て
を

支
援
す
る
交
付
金
を
支

給
　

全
て
の
妊
婦
・
子
育
て

家
庭
が
安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

国
に
お
い
て
「
出
産
・
子

育
て
応
援
交
付
金
」
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
国
と
県

か
ら
の
補
助
金
を
活
用
し
、

4
年
４
月
以
降
に
出
産
し

た
人
を
対
象
に
、
妊
娠
届

け
出
の
時
に
出
産
応
援
ギ

フ
ト
と
し
て
５
万
円
、
出

生
届
の
時
に
子
育
て
応
援

ギ
フ
ト
と
し
て
５
万
円
を

支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
出
産
す
る
母
親
へ
の

応
援
給
付
金
」
と
し
て
、

２
年
４
月
28
日
か
ら
３
年

12
月
31
日
ま
で
に
出
産
さ

れ
た
母
親
を
対
象
に
赤
ち

ゃ
ん
一
人
当
た
り
10
万
円

を
町
単
独
で
支
給
し
た
事

業
終
了
後
、
４
年
１
月
１

日
か
ら
同
年
３
月
31
日
ま

で
に
出
産
さ
れ
た
人
に
も

町
独
自
で
10
万
円
を
支
給

で
き
る
よ
う
、
そ
の
経
費

が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑

問　
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
出
産
す
る
母
親
へ
の
応

援
給
付
金
」
は
母
親
に
給

付
さ
れ
た
が
、
子
育
て
応

援
ギ
フ
ト
の
支
給
対
象
者

は
。

答　

国
の
方
針
に
従
い
、

養
育
者
へ
の
支
給
を
考
え

て
い
る
。

問　

現
金
で
支
給
さ
れ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
ク
ー
ポ

ン
が
支
給
さ
れ
る
の
か
。

　
　

こ
の
度
は
支
給
ま
で

の
時
間
が
短
い
た
め
現
金

支
給
を
予
定
し
て
い
る
が
、

今
後
は
近
隣
市
町
の
動
向

を
注
視
し
、
国
の
方
針
に

合
わ
せ
て
ク
ー
ポ
ン
な
ど

へ
の
移
行
を
考
え
て
い
き

た
い
。

問　

死
産
の
場
合
、
出
生

届
が
提
出
さ
れ
な
い
が
、

支
給
さ
れ
る
の
か
。

答　

国
の
方
針
に
従
い
、

子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
の
支

給
対
象
外
と
な
る
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

答

親子で手拍子（いなみっこ広場）

定例会

応
援
交
付
金
で

�

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
を

12
月
定
例
会
は
12
月
１
日
に
招
集
さ
れ
、
12
月
16
日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
及
び
改
正
を
は
じ
め
、
補
正
予
算
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、
人
事
案
件
な
ど
22
議
案
を
可
決
・
適
任
と
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
13
人
の
議
員
が
行
い
、
町
の
施
策
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。（
７
～
14
ペ
ー
ジ
）

な
お
、
今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
、
延
べ
25
人
で
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）
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12
月
定
例
会

〈
反
対
〉　

大
路　
　

恒

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
75
歳
で
年
齢
を
区
切

り
、
国
民
の
世
代
間
の
対

立
と
分
断
を
図
る
も
の
だ
。

よ
っ
て
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　

関
灘　

真
澄

　

将
来
に
向
け
国
民
皆
保

険
を
守
り
支
え
合
う
た
め

に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ

る
。
シ
ス
テ
ム
改
修
の
増

額
補
正
の
た
め
賛
成
す
る
。

〈
賛
成
〉　

山
田　

立
美

　

県
の
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
運
営
に
よ
る

医
療
制
度
で
、
世
代
間
や

世
代
内
格
差
を
是
正
す
る

も
の
な
の
で
賛
成
す
る
。

＝
賛
成
多
数　

可
決
＝

(

賛
成
11　

反
対
２)

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

令和４年度 一般会計補正予算（第5号、第6号）
補正増額 2億1,170万円　総額 124億4,011万円

妊娠出産子育て支援事業費及び
新型コロナウイルスワクチン接種事業費などを増額

<第５号>歳出の主な内容

<第６号>歳出の主な内容

○新型コロナウイルスワクチン接種事業
� ４，５００万円増額

12 歳以上の新型コロナウイルスワクチ
ン（オミクロン株対応 2 価ワクチン）接種
費用に対する医師委託料です。

○体育協会補助事業� １００万円増額
新型コロナウイルス感染症の影響により

中止となったいなみ新春万葉マラソン大会
の代替事業として、3 月に加古大池で実施
する駅伝大会の実施主体となる体育協会へ
交付する補助金です。

○都市計画行政運営事業� ３６０万円増額
旧母里村役場跡周辺地区の地区計画区域

内で新たに開発が行われることに伴う補助
金です。

○妊娠出産子育て支援事業
� ２，９８３万円新設

4 年 4 月以降に出産された人を対象に、
妊娠届け出の時に 5 万円、出生届の時に 5
万円を支給するとともに、4 年 1 月 1 日か
ら 4 年 3 月 31 日までに出産された人にも町
独自で 10 万円を支給するための費用です。

○ふるさと納税推進事業
� ２，７８２万円増額

ふるさと納税が 4,987 万円増えたことに
伴う報償費や包括委託料、納付システム使
用料などの費用です。

○グループホーム新規開設サポート事業
� ２３０万円新設

グループホームの開設に必要な備品購入
費に加え、町独自で施設整備費の一部を補
助するための費用です。

○公共施設の光熱水費を増額
� ２，９６７万円増額

原油高や円安の影響により高騰している
町内公共施設及び防犯灯・街灯などの光熱
水費です。

＝　全会一致　可決　＝

＝　全会一致　可決　＝
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12
月
定
例
会

○
新
春
万
葉
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
代
替
事
業
を
実

施
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中

止
と
な
っ
た
い
な
み
新
春

万
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
代

替
事
業
と
し
て
、
駅
伝
大

会
を
体
育
協
会
が
主
体
と

な
り
実
施
し
ま
す
。

　

５
年
３
月
19
日
に
加
古

大
池
で
感
染
症
対
策
を
施

し
た
う
え
開
催
予
定
で
す
。

主
な
質
疑

問　

駅
伝
大
会
の
概
要
は
。

答　

小
中
学
生
や
一
般
の

部
な
ど
、
８
部
門
を
設
け

る
。

　

加
古
大
池
の
堤
防
等
を

利
用
す
る
コ
ー
ス
を
４
区

間
に
分
け
、
１
チ
ー
ム
に

つ
き
４
人
の
出
場
と
な
る
。

最
大
で
２
０
０
チ
ー
ム
、

８
０
０
人
の
参
加
を
見
込

ん
で
い
る
。

問　

安
全
性
は
確
保
さ
れ

る
の
か
。

答　

公
道
を
走
ら
な
い
た

め
、
競
技
面
で
の
安
全
は

確
保
で
き
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
周
辺
の
交
通
誘

導
に
は
十
分
配
慮
し
て
実

施
し
て
い
た
だ
く
。

　

稲
美
町
都
市
公
園
施
設

等
の
管
理
を
行
う
指
定
管

理
者
の
指
定
期
間
が
、
５

年
３
月
31
日
で
満
了
と
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
次
期
指

定
管
理
者
と
し
て
「
公
益

社
団
法
人　

加
古
郡
広
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
」
の
指
定
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

管
理
を
行
う
施
設

　

稲
美
町
都
市
公
園
（
加

古
大
池
公
園
を
除
く
）
及

び
稲
美
町
ス
ポ
ー
ツ
施
設

（
万
葉
森
林
浴
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
）

指
定
期
間

　

５
年
４
月
１
日
か
ら

　

10
年
３
月
31
日
ま
で

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

都
市
公
園
施
設
等
の

�

指
定
管
理
者
決
定

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

加古大池で開催される「いなみ野ため池駅伝」

万葉森林浴グラウンドゴルフ場

○
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開

設
費
用
の
一
部
を
補
助

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
新

規
開
設
に
必
要
な
備
品
購

入
費
に
加
え
、
町
独
自
で

施
設
整
備
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

主
な
質
疑

問　

建
物
は
新
た
に
建
設

す
る
の
か
。

　
　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
町
内
の
特
定
非
営

利
活
動
法
人
が
、
土
地
を

購
入
し
新
築
さ
れ
る
。

問　

入
居
対
象
者
と
入
居

で
き
る
人
数
は
。

答　

障
害
を
持
ち
、
共
同

生
活
が
で
き
る
人
が
入
居

対
象
と
な
る
。

　

建
物
の
２
階
部
分
が
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
用
の
部
屋

で
、
５
人
が
入
居
で
き
る
。

　

ま
た
１
階
部
分
に
は
、

台
所
・
食
堂
、
風
呂
、
管

理
人
室
の
ほ
か
、
短
期
入

所
用
の
部
屋
を
１
室
設
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

＝
全
会
一
致　

可
決
＝

答
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12
月
定
例
会

　

稲
美
町
加
古
大
池
利
活

用
施
設
の
管
理
を
行
う
指

定
管
理
者
の
指
定
期
間
が
、

５
年
３
月
31
日
で
満
了
と

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
次
期
指

定
管
理
者
と
し
て
「
株
式

会
社　

清せ
い

光こ
う

社
」
の
指
定

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

管
理
を
行
う
施
設

　

加
古
大
池
管
理
棟
、
加

古
大
池
公
園

指
定
期
間

　

５
年
４
月
１
日
か
ら

　

10
年
３
月
31
日
ま
で

〈
反
対
〉　

関
灘　

真
澄

　

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状

況
下
で
行
政
の
出
し
た
結

果
は
、
町
の
発
展
は
人
づ

く
り
で
あ
る
こ
と
に
逆
行

し
て
い
る
の
で
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　

池
田　

博
美

　

選
考
委
員
会
に
お
い
て
、

応
募
書
類
・
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
精
査
し
、
総

合
的
に
判
断
し
た
結
果
で

あ
り
、
賛
成
す
る
。

〈
反
対
〉　

長
谷
川　

和
重

　

加
古
大
池
は
、
歴
史
、

文
化
、
ま
た
観
光
と
し
て

大
切
な
資
源
。
町
外
部
の

管
理
事
業
者
は
必
要
な
い

と
思
い
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　

山
田　

立
美

　

指
定
は
選
定
委
員
会
で

科
学
的
な
分
析
評
価
に
よ

り
公
平
公
正
に
行
わ
れ
た

結
果
で
あ
り
、
新
た
な
活

動
に
も
期
待
で
き
る
。

〈
賛
成
〉　

木
村　

圭
二

　

募
集
要
項
に
基
づ
き
選

定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

公
正
に
選
定
さ
れ
た
か
ら

こ
そ
の
結
果
で
あ
る
。

＝
賛
成
多
数　

可
決
＝

（
賛
成
11　

反
対
２
）

○
稲
美
町
消
防
団
条
例

の
一
部
改
正

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
や

就
業
構
造
の
変
化
な
ど
に

よ
り
、
近
年
、
消
防
団
員

の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、

消
防
団
員
の
年
齢
要
件
を

「
満
18
歳
以
上
40
歳
未

満
」か
ら「
満
18
歳
以
上
」

と
改
め
上
限
を
撤
廃
す
る

と
と
も
に
、
団
員
定
数
も

８
６
３
人
か
ら
７
６
９
人

に
改
め
、
今
後
の
消
防
団

員
確
保
を
図
り
ま
す
。

主
な
質
疑

問　

条
例
改
正
に
向
け
、

ど
の
よ
う
な
協
議
が
な
さ

れ
た
の
か
。

答　

40
歳
前
後
の
人
も
含

ま
れ
る
消
防
団
幹
部
会
議

で
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま

え
た
協
議
を
行
っ
た
。

　

現
在
の
団
員
数
７
９
０

人
の
う
ち
41
歳
以
上
は
３

８
１
人
と
48
・
２
％
を
占

め
て
お
り
、
上
限
年
齢
40

歳
で
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
ま
た
、
最
近
は
若
年

層
の
加
入
が
難
し
い
こ
と

か
ら
も
幅
広
い
年
代
で
活

動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
の
結
論
に
至

り
、
年
齢
制
限
を
撤
廃
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

問　

上
限
年
齢
を
い
き
な

り
撤
廃
す
る
と
、
組
織
の

硬
直
化
や
高
齢
化
が
危
惧

さ
れ
る
。
十
年
ご
と
な
ど
、

徐
々
に
見
直
す
べ
き
で
は
。

答　

県
内
で
上
限
年
齢
を

設
け
て
い
る
の
は
当
町
を

含
め
８
市
町
と
わ
ず
か
で
、

上
限
年
齢
は
50
歳
の
と
こ

ろ
が
多
く
、
65
歳
と
い
う

と
こ
ろ
も
あ
る
。
50
歳
を

超
え
て
か
ら
の
活
動
は
大

変
だ
と
思
う
が
、
幅
広
い

年
代
で
活
動
い
た
だ
き
た

い
。

〈
反
対
〉　

木
村　

圭
二

　

定
年
は
50
歳
か
ら
60
歳

に
留
め
る
べ
き
だ
。
活
動

で
き
な
い
団
員
が
残
る
可

能
性
が
あ
る
。
定
員
の

７
６
９
人
は
多
す
ぎ
る
。

〈
賛
成
〉　

河
田
公
利
助

　

少
子
高
齢
化
な
ど
団
員

の
確
保
が
困
難
な
状
況
を

踏
ま
え
、
幅
広
い
年
齢
で

弾
力
性
の
あ
る
健
全
な
運

営
が
で
き
る
と
期
待
す
る
。

〈
反
対
〉　

山
口　
　

守

　

定
年
撤
廃
は
、
消
防
団

組
織
の
高
齢
化
・
硬
直
化

が
懸
念
さ
れ
る
。
定
年
延

長
に
と
ど
め
、
後
年
検
討

す
べ
き
だ
。

〈
賛
成
〉　

関
灘　

真
澄

　

今
後
の
消
防
団
活
動
の

維
持
活
性
化
へ
、
そ
し
て

住
民
の
安
全
を
優
先
に
考

え
て
の
条
例
改
正
で
あ
る

の
で
賛
成
す
る
。

〈
賛
成
〉　

山
田　

立
美

　

地
域
防
災
の
要
で
あ
る

消
防
団
員
の
定
数
改
善
を

は
じ
め
、
高
齢
化
や
入
団

希
望
者
の
減
少
な
ど
の
課

題
に
対
応
で
き
て
い
る
。

＝
賛
成
多
数　

可
決
＝

（
賛
成
11
、
反
対
２
）

改
正
さ
れ
た
条
例

加
古
大
池
利
活
用
施
設
の

�

指
定
管
理
者
決
定

防災訓練で土のうを積む消防団
（平成 30年度　稲美町防災訓練）
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12
月
定
例
会

　

奥お
く

谷た
に　

く
に
子こ

氏
を
適

任
と
認
め
ま
し
た
。（再

任
）

住
所　

稲
美
町
加
古

　

任
期
は
、
８
年
６
月
30

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

〈
反
対
〉　

木
村　

圭
二

　

再
任
の
年
齢
制
限
を
超

え
て
い
る
。
他
に
人
材
は

い
な
い
の
か
。
弁
護
士
、

報
道
関
係
者
な
ど
幅
広
く

探
す
べ
き
だ
。

〈
賛
成
〉　

関
灘　

真
澄

　

教
職
員
経
験
が
長
く
温

厚
誠
実
な
人
柄
で
あ
る
。

今
ま
で
の
経
験
を
更
に
生

か
し
て
頂
く
の
に
ふ
さ
わ

し
い
人
の
た
め
賛
成
す
る
。

〈
賛
成
〉　

山
田　

立
美

　

気
さ
く
な
人
柄
と
教
職

経
験
や
社
会
活
動
に
加
え
、

こ
れ
ま
で
の
人
権
擁
護
活

動
に
裏
付
け
ら
れ
た
資
質

か
ら
も
最
適
任
で
あ
る
。

〈
賛
成
〉　

樋
口　

瑞
佳

　

奥
谷
氏
は
教
員
経
験
が

長
く
、
様
々
な
地
域
活
動

で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

人
格
識
見
高
い
人
で
あ
り
、

賛
成
で
あ
る
。

＝
賛
成
多
数　

適
任
＝

（
賛
成
12　

反
対
１
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

人　

事　

案　

件

議案などの審議結果【１２月定例会】
賛否の分かれた議案

議　案　名 賛 

成
反 

対

議
決
結
果

議 

決 

日

河
田
公
利
助

関
灘　

真
澄

山
口　
　

守

大
路　
　

恒

樋
口　

瑞
佳

木
村　

圭
二

吉
田　
　

剛

辻
元　

誠
志

山
田　

立
美

池
田　

博
美

池
田
い
つ
子

大
山　

和
明

小
山　

裕
美

長
谷
川
和
重

条 例 稲美町消防団条例の一部改正 11 2 可決 12/16 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

4 年 度
予 算 後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号） 11 2 可決 12/16 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × − 〇 〇

人 事
案 件 人権擁護委員候補者の推薦 12 1 適任 12/1 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇

その他 稲美町加古大池利活用施設の指定管理者の指定 11 2 可決 12/16 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 ×

○印は賛成を、×印は反対を示しています。
※議長は採決に加わりませんので「−」で表示しています。ただし、賛成と反対が同数の場合には、議長が決します。

全員が賛成した議案
議　案　名 議決日

条 例

▶稲美町個人情報保護法の施行に関する条例の制定　▶稲美町情報公開・個人情報保護審査会
条例の一部改正　▶職員の定年等に関する条例の一部改正　▶地方公務員法の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定　▶職員の給与に関する条例及び稲美町
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正　▶議会の議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の一部改正　▶特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部
改正　▶稲美町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

12/16

4 年 度
予 算

▶一般会計補正予算（第 5 号・6 号 )　▶国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号）　▶介護保
健特別会計補正予算（第 2 号）　▶介護サービス特別会計補正予算（第 2 号）　▶水道事業会計
補正予算（第 4 号）　▶下水道事業会計補正予算（第 2 号）

12/16

その他 ▶稲美町都市公園施設等の指定管理者の指定 12/16
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一
般
質
問

12月定例会 一般質問

まちづく
りをどう

する

※登壇順（質問順）に掲載しています。

質問者 掲載ページ 質　　問　　事　　項

山田　立美 8
 ①稲美町北西部の地区開発及び沿道活性化について
 ②スケートボードパークの設置について
 ③空き家活用特区制度の取り組みを問う

池田　博美 8
 ①土地利用計画の緩和を
 ②ため池太陽光発電の推進を
 ③次世代自動車購入に補助を

木村　圭二 9
　① PayPay 事業の検証と併せて商品券の配布事業を求める  ②消防団と町議会議員選挙及び報酬を問う
　③改めて農村環境改善センターを利用する高齢者に減免を求める  ④住民票などの発行を行う日曜窓口の継続を求める

 ⑤水道料金値上げ検討の中止を  ⑥万葉太鼓会に庁舎玄関を目的外使用させていることを問う

辻元　誠志 9
 ①人口増対策について
 ②スポーツ施設管理に指定管理者制度の導入について

　③高齢者の生涯スポーツの推進について

河田 公利助 10
 ①移動手段の更なる確保を
 ②農業支援の充実を

　③投票率向上のために

池田 いつ子 10
 ①小・中学校の女子トイレに生理用品の設置を

 ②女性の生理を正しく学ぶ機会を

山口　　守 11
 ①出産・子育て支援の充実を   ②不登校支援の現状は

　③学校でのてんかん対応は
 ④高齢者優待利用券の枚数制限撤廃を

関灘　真澄 11
 ①会計年度における主要施策の成果報告書について   ②眼科健診を提案する

　③稲美町有線放送を活用した行政情報の発信について
 ④子ども まんなか社会の実現に向けてのハード面を問う  ⑤スケートパークを求めて町内公園の見直しを求める

長谷川 和重 12
 ①稲美町スポーツ施設の設置及び管理に関する条例の見直し及び条例施行規則の見直しについて
 ②病児保育事業の導入による保育サービスの充実について
 ③稲美北東部地区におけるまちづくりについて

𠮷田　　剛 12
 ①旧コスモス児童館の活用は
 ②健康促進について

　③安全のためカーブミラーの曇り防止を

小山　裕美 13
 ①不登校や不登校傾向にある児童生徒への支援を
 ②多様化する性について更なる理解を
 ③飼い主がいない猫・地域猫のＴＮＲ活動は

大路　　恒 13
 ①農家は困り果てている

 ②防火水槽などの維持管理は

樋口　瑞佳 14
 ①不登校・ひきこもりの人や子どもから高齢の人まで誰もが集える居場所づくりを
 ②旧コスモス児童館の活用は   ③教育委員会と民間教育事業者との情報交換の場を求める
 ④当町のマイナンバーカード取得状況は

 のある質問事項を掲載しています。
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一
般
質
問

　

加
古
川
市
の
市
街
化
区

域
に
隣
接
す
る
西
和
田
地

区
で
住
宅
建
築
は
可
能
か
。

地
域
整
備
部
長　
優
良
農

地
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

人
口
減
少
の
中
、
新
た
に

大
規
模
な
住
宅
地
開
発
を

行
う
規
制
緩
和
は
難
し
い
。

　

県
道
沿
線
の
中
一
色
地

区
活
性
化
に
向
け
た
地
区

計
画
の
取
り
組
み
は
。

地
域
整
備
部
長　
新
た
な

地
区
計
画
指
定
は
、
現
在

指
定
を
受
け
て
い
る
２
地

区
の
土
地
の
宅
地
利
用
後

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
通

し
た
地
域
活
動
に
対
す
る

理
解
と
支
援
は
。

経
営
政
策
部
長　
ま
ち
づ

く
り
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
追
加
募
集
の
中
で
、
補

助
を
決
定
し
て
い
る
。

　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー

ク
の
設
置
は
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
先

進
地
や
愛
好
者
等
の
声
も

聞
き
、
施
設
内
容
や
設
置

場
所
、
運
営
方
法
な
ど
を 

研
究
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

　

空
き
家
活
用
特
別
区
域

の
申
し
立
て
は
。

地
域
整
備
部
長　
地
域
住

民
と
の
合
意
形
成
が
必
要

な
た
め
、
指
定
の
申
し
入

れ
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

調
整
区
域
で
は
「
自
分

の
土
地
な
の
に
家
を
建
て

ら
れ
な
い
」
と
の
声
を
聞

く
。
人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
家
を
建
て
や
す
く
す

る
規
制
緩
和
が
必
要
だ
。

地
域
整
備
部
長　
規
制
が

緩
和
さ
れ
て
い
る
部
分
も

あ
る
た
め
、
家
の
建
築
が

可
能
か
ど
う
か
個
別
で
相

談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

た
め
池
太
陽
光
発
電
の
推

進
を

　

地
球
温
暖
化
防
止
、
脱

炭
素
社
会
実
現
の
た
め
、

た
め
池
太
陽
光
発
電
の
推

進
を
。

経
済
環
境
部
長　
現
在
17

カ
所
の
た
め
池
に
設
置
さ

れ
、
新
た
に
4
カ
所
の
設

置
計
画
が
あ
る
。推
進
は
、

た
め
池
管
理
者
で
あ
る
水

利
団
体
等
の
判
断
で
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

電
気
自
動
車
購
入
補
助
を

　

台
数
と
補
助
金
導
入
は
。

経
済
環
境
部
長　
平
成
29

年
度
か
ら
5
年
間
で
、
町

内
で
は
33
台
の
登
録
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。現
在
、

購
入
補
助
制
度
を
創
設
す

る
予
定
は
な
い
が
、
次
世

代
自
動
車
の
開
発
状
況
や

充
電
設
備
の
設
置
状
況
、

近
隣
市
町
の
動
向
な
ど
を

注
視
し
て
い
く
。

地
域
整
備
部
長

個
別
の
相
談
に
応
じ
て
い
く

市
街
化
調
整
区
域
に
家
を
建
て
や
す
く

池い
け 

田だ

　
博ひ
ろ 

美み

山
やま

 田
だ

　立
たつ

 美
み

地球温暖化防止に貢献する
ため池太陽光発電（溝ヶ沢池）

日岡山公園にスケートボード場ができる
（加古川市役所公園緑地課ホームページから抜粋）

地域整備部長 現時点での計画はない
町北西部の地区開発と沿道計画は
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人
口
増
対
策
で
教
育
的

立
場
か
ら
の
経
済
的
支
援

と
し
て
、
授
業
料
の
全
額

を
所
得
に
応
じ
て
給
付
支

援
を
す
る
等
の
、
支
援
を

実
施
し
て
は
。

教
育
政
策
部
長　
大
学
授

業
料
の
全
額
を
支
援
す
る

予
定
は
な
い
。
国
の
制
度

で
は
、
大
学
や
高
校
等
に

進
学
し
、
学
ぶ
意
欲
を
持

っ
た
う
え
で
給
付
要
件
を

満
た
し
た
学
生
に
、
世
帯

所
得
に
応
じ
た
給
付
型
奨

学
金
の
支
給
及
び
授
業
料

と
入
学
金
の
減
免
を
受
け

ら
れ
る
制
度
が
あ
る
。

　

育
児
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
際
に
、
住
民
の
生
の

声
を
聴
く
た
め
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
紙
面
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
保
護
者
と

面
接
し
、
直
接
話
を
伺
っ

て
い
る
。
今
後
も
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理
に
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
を

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理
の

人
件
費
削
減
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
、

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
現

時
点
で
は
未
定
だ
が
、
今

後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

　

証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
が
１
月
か
ら
始
ま
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
日
曜
窓
口
、

電
話
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
廃

止
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

継
続
す
べ
き
だ
。

経
営
政
策
部
長　
コ
ン
ビ

ニ
交
付
の
実
施
に
伴
い
３

月
末
で
終
了
し
た
い
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
率
向
上
に
努
め
た
い
。

水
道
料
金
の
値
上
げ
検
討

の
中
止
を

　

物
価
高
騰
が
続
い
て
い

る
こ
の
時
期
に
、
値
上
げ

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
。

地
域
整
備
部
長　
人
口
減

少
に
よ
る
料
金
収
入
減
や

老
朽
化
し
た
管
路
な
ど
の

計
画
的
な
更
新
の
た
め
料

金
改
定
は
必
要
と
考
え
る
。

消
防
団
員
の
報
酬
は
個
人

に
支
払
う
べ
き
だ

　

消
防
団
員
の
報
酬
は
消

防
団
各
部
の
口
座
に
振
り

込
ま
れ
て
い
る
。
個
人
の

口
座
に
振
り
込
む
べ
き
だ
。

経
済
環
境
部
長　
検
討
委

員
会
で
検
討
し
て
、
６
年

度
以
降
に
個
人
の
口
座
に

振
り
込
み
た
い
。

　

消
防
団
員
は
選
挙
運
動

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
。

経
済
環
境
部
長　
地
位
を

利
用
し
て
選
挙
運
動
を
し

な
い
よ
う
周
知
し
て
い
る
。

経
営
政
策
部
長

３
月
末
で
終
了
し
た
い

大学授業料の全額支援を

日
曜
窓
口
は
継
続
す
べ
き
だ

木き 

村む
ら

　
圭け
い 

二じ

辻
つじ

 元
もと

　誠
せい

 志
し

住民課の窓口

教育政策部長 実施する予定はない
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５
年
４
月
か
ら
、
自
（
注
１
）動

運
転
「
レ
ベ
ル
４
」
の
遠

隔
監
視
に
よ
る
自
動
運
転

サ
ー
ビ
ス
の
許
可
制
度
が

開
始
さ
れ
る
が
、
導
入
の

考
え
は
。

経
営
政
策
部
長　
ま
だ
ま

だ
課
題
が
多
く
、
現
時
点

で
の
導
入
検
討
は
難
し
い
。

　

自
治
会
内
で
の
移
動
に

も
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
。

新
た
な
交
通
手
段
と
し
て
、

道
路
が
狭
く
バ
ス
も
通
れ

な
い
地
域
で
も
活
用
が
期

待
さ
れ
る
「
グ

（
注
２
）リ
ー
ン
ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
導

入
で
き
な
い
か
。

経
営
政
策
部
長　
自
宅
か

ら
目
的
地
ま
で
乗
り
合
い

で
使
っ
て
頂
い
て
い
る
「

あ
い
の
り
い
な
み
」
の
利

用
促
進
に
取
り
組
む
。

農
業
支
援
の
充
実
を

　

肥
料
代
や
燃
料
代
が
高

騰
し
て
い
る
が
、
町
の
「

農
業
者
支
援
給
付
金
」は
、

給
付
条
件
が
厳
し
い
。
条

件
を
緩
和
し
て
支
援
策
を
。

経
済
環
境
部
長　
国
が
、

Ｊ
Ａ
等
を
窓
口
と
し
て
肥

料
価
格
高
騰
に
対
す
る
農

業
者
支
援
策
を
実
施
し
て

い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
給

付
金
の
給
付
条
件
の
緩
和

や
新
た
な
支
援
策
の
予
定

は
な
い
が
、
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

　

経
済
的
な
理
由
だ
け
で

な
く
、
生
理
用
品
が
急
に

必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

学
業
に
集
中
で
き
な
い
と

い
う
声
が
多
く
あ
り
、
小

中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
の
設
置
を
当
た

り
前
に
す
る
べ
き
だ
。

教
育
政
策
部
長　
保
健
室

で
の
配
布
と
中
学
校
ト
イ

レ
で
の
設
置
は
今
後
も
続

け
る
と
と
も
に
、
中
学
校

で
の
利
用
状
況
を
確
認
し

て
い
き
、
養
護
教
諭
を
は

じ
め
学
校
と
も
協
議
を
続

け
、
小
学
校
も
設
置
す
る

か
ど
う
か
検
討
し
て
い
く
。

生
理
に
つ
い
て
正
し
く
学

ぶ
機
会
を

　

生
理
は
個
人
差
も
あ
る

が
、様
々
な
不
調
が
あ
る
。

当
た
り
前
の
こ
と
で
隠
す

必
要
が
な
い
こ
と
か
ら
、

し
ん
ど
さ
を
分
か
ち
合
え

る
社
会
に
す
べ
き
だ
。
男

子
も
正
し
く
女
性
の
生
理

を
学
ぶ
べ
き
で
は
。

教
育
政
策
部
長　
小
学
校

や
中
学
校
で
、
発
育
や
出

産
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
教

科
書
を
用
い
た
授
業
を
行

っ
て
い
る
。
生
命
の
素
晴

ら
し
さ
を
学
ぶ
と
共
に
、

発
達
段
階
に
応
じ
て
自
分

の
体
や
心
の
成
長
と
向
き

合
う
時
間
を
大
切
に
し
、

学
習
を
進
め
て
い
き
た
い
。

経
営
政
策
部
長

先
進
事
例
を
注
視
し
て
い
く

移
動
手
段
の
更
な
る
確
保
を

全ての女子トイレに生理用品を

河か
わ 

田た

　
公く 

利り 

助す
け

池
いけ

 田
だ

　い つ 子
こ

走行実験中のグリーンスローモビリティ
（加古川市内）

教育長

（注 1）自動運転「レベル 4」
　場所など限定でドライバーを要しない自動
運転
（注 2）グリーンスローモビリティ
　時速 20㎞未満で走ることができる電動車
を活用した小さな移動サービス

最も良い形で支援をしていきたい

稲美北中学校の女子トイレの内部
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国
の
「
出
産
・
子
育
て

応
援
交
付
金
」を
活
用
し
、

流
産
・
死
産
グ（
注
）リ
ー
フ
ケ

ア
や
妊
婦
検
診
タ
ク
シ
ー

費
助
成
な
ど
の
支
援
は
。

健
康
福
祉
部
長　
近
隣
二

市
二
町
で
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

を
含
め
た
相
談
支
援
業
務

に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

い
る
。
ま
た
、
当
町
独
自

の
経
済
的
支
援
の
充
実
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

不
登
校
支
援
の
現
状
は

　

ふ
れ
あ
い
教
室
の
人
員

や
施
設
等
の
拡
充
は
。

教
育
政
策
部
長　
稲
美
北

中
学
校
に
加
え
、
10
月
か

ら
稲
美
中
学
校
に
も
生
徒

指
導
員
を
配
置
し
た
。
今

後
も
人
的
・
施
設
面
な
ど

の
充
実
を
図
り
た
い
。

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
そ

こ
に
通
う
児
童
生
徒
に
物

的
・
経
済
的
支
援
は
。

教
育
政
策
部
長　
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

出
席
扱
い
と
し
て
い
る
児

童
生
徒
へ
は
交
通
費
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
、
通
学

用
定
期
の
取
得
対
象
と
な

る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

高
齢
者
優
待
利
用
券
の
タ

ク
シ
ー
券
枚
数
制
限
撤
廃

を健
康
福
祉
部
長　
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。

山
やま ぐち

口　　守
まもる

（注）グリーフケア
　配偶者や子ども、親などの家族、親しい友人な
どと死別した人が陥る複雑な情緒的状態を分かち
合い、深い悲しみから精神的に立ち直り、社会に
適応できるように支援することをいう。

出産・子育て支援の充実を
健康福祉部長 安心できる環境整備に努める

　

少
子
化
の
中
、
不
登
校

等
の
児
童
生
徒
が
増
加
傾

向
で
、
教
育
行
政
は
様
々

な
対
応
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
が
、
全
庁
挙
げ
問
題
解

決
の
責
務
が
あ
る
「
教
育

機
会
確
保
法
」
が
平
成
29

年
に
施
行
さ
れ
た
が
。

教
育
長　
安
心
で
き
る
心

の
居
場
所
に
加
え
、
具
体

的
な
場
所
が
必
要
な
子
も

い
る
。
民
間
の
力
も
借
り

て
選
択
肢
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
設
置
を

　

町
内
都
市
公
園
に
、
若

者
が
集
え
る
場
の
提
供
と

多
世
代
が
楽
し
め
る
プ
レ

ー
パ
ー
ク
の
設
置
を
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
稲

美
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

に
よ
り
、
前
向
き
に
検
討

を
す
る
。

主
要
施
策
成
果
報
告
書
を

　

よ
り
詳
し
く
分
か
り
や

す
い
資
料
を
。
ま
た
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
を
。

経
営
政
策
部
長　
内
容
等

に
つ
い
て
、
近
隣
市
町
の

状
況
等
を
研
究
し
て
い
く
。

眼
科
健
診
を
成
人
健
診
に

取
り
入
れ
て
は
ど
う
か

健
康
福
祉
部
長　
厚
生
労

働
省
の
動
向
を
注
視
し
、

今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

教
育
長

行
政
と
民
間
の
力
を
借
り
て
充
実
を

子
ど
も
　
ま
ん
な
か
社
会
に
向
け
て

関せ
き 

灘な
だ　

真ま 

澄す
み稲美町スケートボード協会のみなさん

出産・子育ては稲美町で
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ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
料

は
、
現
在
、
現
金
の
み
だ

が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
導
入
は
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
高

額
な
費
用
が
か
か
る
が
、

検
討
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
及

び
管
理
の
条
例
見
直
し
を

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
に

お
い
て
、
当
町
の
住
民
を

優
先
す
べ
き
だ
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
現

状
ど
お
り
、
町
内
・
町
外

の
区
別
な
く
貸
し
出
す
。

病
児
保
育
事
業
の
充
実
を

　

病
児
の
急
変
時
の
早
期

対
応
が
出
来
る
施
設
型
タ

イ
プ
は
何
が
良
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　
病
状
の

急
変
時
に
即
座
に
対
応
が

で
き
る
医
療
機
関
併
設
型

が
望
ま
し
い
。

稲
美
北
東
部
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
は

　

ま
ち
づ
く
り
準
備
委
員

会
、
協
議
会
を
作
り
住
環

境
課
題
に
取
り
組
ん
で
は
。

地
域
整
備
部
長　
地
元
説

明
会
で
住
環
境
へ
の
様
々

な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

ま
ず
は
、
こ
れ
ら
の
課
題

の
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

　

現
在
の
旧
コ
ス
モ
ス
児

童
館
の
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長　
児
童
館

と
し
て
は
用
途
廃
止
届
を

県
に
提
出
し
て
お
り
、
閉

館
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
よ
り
充
実
し
た

子
育
て
支
援
、
教
育
支
援

施
設
と
し
て
の
活
用
及
び

運
用
に
向
け
た
計
画
は
。

健
康
福
祉
部
長　
ま
だ
具

体
的
な
計
画
は
な
い
が
、

資
源
の
有
効
活
用
の
観
点

か
ら
も
、
よ
り
充
実
し
た

子
育
て
支
援
、
教
育
支
援

施
設
と
し
て
活
用
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
く
。

健
康
促
進
事
業
の
充
実
を

　

い
な
み
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
を
拡
大
し
、
よ
り
多

く
の
住
民
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
て
は
。

健
康
福
祉
部
長　
現
在
、

40
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

健
康
福
祉
部
所
管
の
健
康

づ
く
り
と
介
護
予
防
事
業

に
関
す
る
全
て
の
事
業
を

対
象
と
し
て
い
る
。
事
業

拡
大
の
際
は
、
担
当
課
と

協
議
し
て
い
く
。
年
齢
の

拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

　

健
康
遊
具
の
設
置
が
広

ま
っ
て
い
る
。
町
内
で
の

設
置
計
画
は
。

地
域
整
備
部
長　
今
後
、

新
た
な
公
園
を
整
備
す
る

際
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

生涯学習担当部長 費用対効果等を検討していく

健
康
福
祉
部
長

活
用
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
く

施設利用料の支払いは電子決済で

旧
コ
ス
モ
ス
児
童
館
の
施
設
活
用
を

𠮷よ
し 

田だ

　
剛つ
よ
し

長
は

 谷
せ

 川
がわ

　和
かず

 重
しげ

旧コスモス児童館の活用を

スポーツ施設利用の改革が待たれる
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一
般
質
問

　

物
価
高
騰
の
折
、
農
家

は
困
り
果
て
て
い
る
。
米

価
は
下
落
し
続
け
、
肥
料

や
農
薬
は
高
騰
し
て
い
る
。

人
件
費
を
考
え
な
く
て
も
、

機
械
の
修
理
や
購
入
等
か

ら
大
き
な
赤
字
が
考
え
ら

れ
る
。
農
家
に
対
す
る
支

援
策
と
し
て
10
㌃
あ
た
り

１
万
円
を
補
助
し
て
は
。

経
済
環
境
部
長　
原
油
価

格
・
物
価
の
高
騰
な
ど
に

よ
り
経
営
に
影
響
を
受
け

て
い
る
農
業
者
に
対
す
る

支
援
と
し
て
「
農
業
者
支

援
臨
時
給
付
金
」
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
新
た
な

支
援
策
の
予
定
は
な
い
。

防
火
水
槽
等
の
維
持
管
理

は
　

火
災
が
発
生
し
た
場
合

は
、
初
期
消
火
が
重
要
だ
。

防
火
水
槽
や
消
火
栓
の
維

持
管
理
は
。

経
済
環
境
部
長　
加
古
川

市
消
防
本
部
が
、
内
部
規

程
に
基
づ
き
、
毎
年
町
内

す
べ
て
の
防
火
水
槽
や
消

火
栓
の
定
期
点
検
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
各
消
防

団
や
自
主
防
災
組
織
で
も

定
期
的
に
点
検
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

点
検
後
の
報
告
は
。

経
済
環
境
部
長　
修
繕
等

が
必
要
な
場
合
は
、
連
絡

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

不
登
校
に
関
す
る
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
の

相
談
件
数
は
。

教
育
政
策
部
長　
４
月
か

ら
11
月
末
ま
で
94
件
あ
る
。

　

学
校
に
来
ら
れ
な
い
児

童
生
徒
の
学
習
支
援
は
。

教
育
政
策
部
長　
ふ
れ
あ

い
教
室
や
保
健
室
等
の
別

室
学
習
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
の
健

康
診
断
等
は
。

教
育
政
策
部
長　
放
課
後

に
保
健
室
で
測
定
し
た
り
、

学
校
医
で
あ
る
医
療
機
関

に
行
っ
て
い
た
だ
く
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
の
卒

業
後
の
対
応
は
。

教
育
政
策
部
長　
本
人
や

保
護
者
と
連
絡
を
取
り
、

相
談
を
継
続
し
て
い
る
。

学
校
生
活
で
性
の
多
様
性

へ
の
配
慮
は

教
育
政
策
部
長　
制
服
に

関
す
る
配
慮
、
多
機
能
ト

イ
レ
設
置
、
さ
ん
付
け
呼

称
や
混
合
名
簿
採
用
等
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

地
域
猫
の
Ｔ（

注
）

Ｎ
Ｒ
活
動
は

　

当
町
で
の
地
域
猫
に
関

す
る
取
り
組
み
は
。

経
済
環
境
部
長　
今
後
相

談
等
が
あ
れ
ば
、
他
市
町

の
例
を
参
考
に
当
町
で
で

き
る
こ
と
を
考
え
た
い
。

経済環境部長 農業者支援臨時給付金を実施

教
育
政
策
部
長

一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う

物価高騰時の農家に支援を

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
と
支
援
は

小こ 

山や
ま

　
裕ゆ
う 

美み

大
おお

 路
じ

　　恒
ひさし

防火水槽 ( 向山公会堂前 )

飼い主のいない猫は
住民トラブルになることも

（注）ＴＮＲ
　捕獲（Trap）、不妊手術（Neuter）、地
域に戻す（Return）の頭文字を取った略
語。飼い主がいない猫の出産をなくし、
一代限りの命を全うさせながら数を減ら
すための地域猫活動の一つ
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議
会
傍
聴

一
般
質
問コロナ禍に対応した議会傍聴

　新型コロナウイルス感染症の予防及び拡大防止のため、傍聴人の定員を制限しています。議場・委
員会室へ入場（室）される際は、出入り口に設置している消毒液をご使用ください。また、マスクを
着用し、隣の人との間隔をあけてご着席ください。体調がすぐれない人は、傍聴をご遠慮ください。

★ 本会議の傍聴
1.  本会議開催の 1 時間前から受け付けを始めます。
　役場 3 階の議場前にてお並びください。（先着順）
2.  傍聴人受付票に住所・氏名・年齢をご記入ください。
3. 　ご記入後、切り取り線で傍聴人受付票と傍聴券を切り

離し、受付票は入り口に置いてある傍聴人受付箱に投函
してください。先着 11 人まで入場できます。

4.  傍聴中は、傍聴券をお持ちください。お帰りの際は、
傍聴券を傍聴券返却箱へご返却ください。

　※１階ロビーのＡＴＭ前に設置したモニターでも議会の
様子を生中継でご覧いただけます。また、一般質問の録
画放送を本会議終了後に行います。

次回の定例会の日程（予定）
と　き 予定されている主な内容

2月22日（水）　9：30～ 議案の提案理由の説明
3月  7日（火）　9：30～ 一般質問
3月  8日（水）　9：30～ 一般質問
3月  9日（木）　9：30～ 議案に対する質疑・討論・表決
3月22日（水）13：30～ 議案に対する質疑・討論・表決 【問合先】議会事務局　☎４９２−９１４７（直通）

★ 委員会の傍聴
1.  委員会開催の 1 時間前から議会事務局で受け付け

を行います。（先着順）
2.  傍聴人受付票に住所・氏名・年齢をご記入ください。
3. 　ご記入後、切り取り線で傍聴人受付票と傍聴券を

切り離し、受付票は傍聴人受付箱に投函してくださ
い。先着 4 人まで入室できます。

4.  傍聴中は、傍聴券をお持ちください。お帰りの際
は、傍聴券を傍聴券返却箱へご返却ください。

5.　日程及び調査内容は、決まりしだい稲美町のホーム
ページに掲載します。

　　調査内容の変更がある場合もありますので、詳し
い日程は、議会事務局までお問い合わせください。

予算特別委員会の日程（予定）
と　き

3月13日（月）　9：30～ 3月20日（月） 13：30～
3月14日（火）　9：30～

3月22日（水）　9：30～
　　　　　　　 （予備日）3月16日（木）　9：30～

3月17日（金）　9：30～

　

旧
コ
ス
モ
ス
児
童
館
活

用
に
対
す
る
町
の
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長　
資
源
有

効
活
用
の
面
か
ら
、
よ
り

充
実
し
た
子
育
て
や
教
育

支
援
施
設
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

誰
も
が
集
え
る
居
場
所
を

　

学
区
ご
と
の
屋
内
施
設

設
置
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

も
使
用
で
き
る
学
習
室
を
。

健
康
福
祉
部
長　
今
後
の

研
究
課
題
と
し
た
い
。

民
間
教
育
事
業
者
と
の
情

報
交
換
の
場
を

　

教
育
委
員
会
と
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
な
ど
の
民
間
教

育
事
業
者
と
の
意
見
交
換

会
の
場
を
設
け
て
は
。

教
育
政
策
部
長　
県
主
催

の
兵
庫
不
登
校
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
会
議
で
情

報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
し
相
互
に
必
要

な
情
報
を
交
換
し
て
い
る
。

日
曜
窓
口
の
継
続
は

健
康
福
祉
部
長　
コ
ン
ビ

ニ
交
付
の
開
始
で
午
前
６

時
30
分
か
ら
午
後
11
時
ま

で
利
用
が
で
き
る
た
め
、

３
月
末
で
終
了
予
定
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
未
取

得
の
人
に
は
郵
便
請
求
を

お
願
い
す
る
。

健康福祉部長 今後の活用方法を検討する
旧コスモス児童館の今後の活用は

樋
ひ

 口
ぐち

　瑞
みず

 佳
か

旧コスモス児童館の活用を求める
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研
修
会
報
告

意
見
交
換
会

　

12
月
19
日
、
社
会
福
祉

法
人
尼
崎
市
社
会
福
祉
事

業
団
の
鈴す

ず

木き

ま
や
さ
ん
に

よ
る
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
演
題
は
「
子
ど
も

の
人
権
」
で
、
児
童
養
護

施
設
、
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
、
母
子
生
活
支
援

施
設
で
勤
務
さ
れ
た
ご
経

験
か
ら
、
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

社（
注
）会
的
養
護
の
現
状
、

施
設
で
出
会
っ
た
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
の
傾
向
、

虐
待
が
子
ど
も
の
育
ち
に

及
ぼ
す
影
響
や
当
事
者
の

声
な
ど
、
な
か
な
か
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
事
例
を

た
く
さ
ん
伺
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
問
題
行
動
は

表
現
行
動
で
あ
り
、
大
人

誰
も
が
目
の
前
の
小
さ
な

こ
と
に
丁
寧
に
対
応
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

も
学
び
ま
し
た
。

知
的
障
害
者
の
保
護
者
の

声
を
受
け
止
め
て意

見
交
換
会

　

11
月
30
日
、「
知
的
障

害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

稲
美
町
知
的
障
害
者
保
護

者
有
志
の
皆
さ
ん
と
総
務

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
委

員
と
の
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら

は
「
知
的
障
害
者
が
暮
ら

せ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が

少
な
い
」 「
緊
急
時
の
受

け
入
れ
施
設
が
無
い
」「

知
的
障
害
者
が
、
宿
泊
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
暮
ら

す
た
め
の
練
習
が
で
き
る

場
が
な
い
」 「
行
政
と
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や

計
画
相
談
支
援
の
連
携
が

取
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

ず
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ

た
意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
。 　

委
員
会
と
し
て
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
切
実
な
声

を
受
け
止
め
、
ま
ず
は
町

当
局
に
状
況
を
調
査
し
、

話
し
合
い
を
続
け
て
い
き

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

知的障害者保護者との意見交換会

子どもの人権を学ぶ議員

子どもの人権・社会的養護を学ぶ

議会映像をインターネットで配信しています
議会開催時の生中継と録画放送が、インターネットを利用してパソコンやスマートフォン

などで視聴できます。議場へ傍聴に来ることができない人でも、議会開催日にインターネ
ットを利用してパソコンやスマートフォンなどでライブ中継（生中継）をご覧いただける
ほか、おおむね７日後（土曜日・日曜日、祝日を除く）から録画放送もご覧いただけます。 
詳しくは、町ホームページの「稲美町議会」「議会映像インターネット配信」をご覧ください。

人権研修会

鈴木まや講師

（注）社会的養護
　保護者の適切な養育を受けられない子
どもを、公的責任で社会的に保護養育す
るとともに、養育に困難を抱える家庭へ
の支援を行うもの
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委
員
会
報
告

　

少
子
化
が
進
む
な
か
、

学
校
と
地
域
が
協
働
・
融

合
し
た
持
続
可
能
な
ス
ポ

ー
ツ
、
文
化
活
動
が
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

６
年
度
か
ら
中
学
校
部
活

動
を
学
校
か
ら
地
域
へ
段

階
的
に
移
行
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
生
徒
の
多
様
な

体
験
機
会
の
確
保
や
教
員

の
負
担
軽
減
を
図
る
。

問　

平
日
は
学
校
の
教
員
、

土
・
日
は
地
域
の
指
導
者

で
、
指
導
者
が
複
数
に
な

る
こ
と
で
、
両
者
の
指
導

法
の
違
い
が
生
徒
を
混
乱

さ
せ
な
い
か
。

答　

教
員
と
地
域
指
導
者

が
密
に
連
携
を
取
れ
る
よ

う
に
、
検
討
委
員
会
を
設

け
協
議
し
て
い
く
。
ま
た
、

両
者
を
つ
な
ぐ
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
も

考
え
て
い
る
。

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
金
を

給
付

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
（
灯
油
等
を
含
む
）
の

価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増

を
踏
ま
え
、
家
計
へ
の
影

響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯

（
住
民
税
非
課
税
世
帯

等
）
に
対
し
、
１
世
帯
当

た
り
５
万
円
の
給
付
を
行

う
。

問　

給
付
金
の
受
付
期
間

が
４
年
12
月
上
旬
か
ら
５

年
１
月
31
日
ま
で
と
短
い

が
、
受
け
付
け
漏
れ
の
心

配
は
な
い
か
。

答　

年
度
内
の
給
付
を
目

指
し
、
国
か
ら
こ
の
期
限

が
提
示
さ
れ
た
。
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
し

っ
か
り
周
知
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
状
況

　

稲
美
町
民
の
過
去
４
回

目
ま
で
の
接
種
状
況
が
、

年
齢
区
分
ご
と
に
報
告
さ

れ
た
。

問　

５
歳
～
11
歳
の
接
種

率
が
、
約
４
％
と
か
な
り

低
い
が
、
そ
の
要
因
は
。

答　

５
歳
～
11
歳
は
重
症

化
リ
ス
ク
が
低
い
が
、
今

後
、
ど
の
よ
う
な
副
反
応

が
出
る
の
か
も
分
か
ら
な

い
の
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

控
え
て
い
る
と
い
う
意
見

が
一
番
多
い
。

問　

乳
幼
児(

生
後
６
カ

月
～
４
歳)

の
初
回
接
種

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　

加
古
川
市
内
で
の
集

団
接
種
か
ら
始
め
、
希
望

者
が
増
え
れ
ば
、
個
別
接

種
も
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

そ
の
他
調
査
事
項

　

人
権
教
育
課
に
お
け
る

啓
発
事
業
、
個
人
情
報
保

護
法
の
改
正
な
ど
。

（
11
月
２
日・７
日
開
催
）

中
学
校
部
活
動
を

段
階
的
に
地
域
移
行
へ

総務福祉文教
委員会報告

樋口　瑞佳
山口　　守
関灘　真澄
木村　圭二
池田　博美
池田いつ子
大山　和明

委 員 長

副委員長

委　　 員

〃

〃

〃

〃

部活動の様子（稲美北中学校）

生活に直結する燃料価格
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委
員
会
報
告

消防団員が
� 活動しやすい体制へ

生活産業建設
委員会報告

　

昭
和
51
年
発
足
の
稲
美

町
消
防
団
は
、
社
会
環
境

の
変
化
に
よ
り
団
員
確
保

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　

定
数
を
１
割
削
減
し
て

７
６
９
人
に
し
、
団
員
資

格
や
報
酬
な
ど
を
見
直
す

こ
と
で
消
防
団
の
組
織
強

化
を
図
る
。

問　

消
防
団
員
の
定
数
を

見
直
す
根
拠
は
。

答　

当
町
は
人
口
１
千
人

当
た
り
の
団
員
数
が
26
人

で
他
市
町
よ
り
多
い
。
現

在
、
定
員
不
足
の
分
団
も

あ
る
た
め
見
直
し
を
行
う
。

問　

40
歳
未
満
の
年
齢
制

限
が
撤
廃
と
な
る
が
、
何

歳
ま
で
在
籍
可
能
か
。

答　

年
齢
の
明
言
は
で
き

な
い
が
、
健
康
で
活
動
可

能
な
人
に
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
る
。

問　

報
酬
は
、
団
員
本
人

に
直
接
支
払
わ
れ
る
の
か
。

答　

町
か
ら
各
部
に
振
り

込
み
後
、
部
か
ら
団
員
に

渡
さ
れ
て
い
る
。
次
年
度

以
降
の
検
討
委
員
会
で
、

団
員
本
人
へ
の
直
接
支
払

い
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
還

元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了

問　

総
利
用
者
数
は
。

答　

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
か
ら
、

約
３
万
人
と
聞
い
て
い
る
。

問　

対
象
店
舗
を
限
定
し

な
か
っ
た
理
由
は
。

答　

物
価
高
騰
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、
店
舗
を
限

定
せ
ず
全
て
の
加
盟
店
で

利
用
で
き
る
形
に
し
た
。

問　

ポ
イ
ン
ト
還
元
額
の

約
１
億
５
０
６
３
万
円
は
、

全
て
町
が
負
担
す
る
の
か
。

答　

全
額
町
が
負
担
す
る
。

問　

商
品
券
の
方
が
良
か

っ
た
と
い
う
声
も
あ
る
が
、

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
を
使
え
な

い
住
民
へ
の
対
策
は
。

答　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
商
品

券
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
や
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
検
討

し
て
今
後
に
生
か
し
た
い
。

東
播
磨
道
の
整
備
状
況
を

視
察

　

６
年
の
全
線
開
通
を
目

指
し
建
設
が
進
む
、
北
播

磨
と
東
播
磨
を
結
ぶ
自
動

車
道
路
を
現
地
視
察
し
た
。

問　

工
事
が
完
了
す
れ
ば
、

八
幡
稲
美
ラ
ン
プ
か
ら
加

古
川
堤
防
ま
で
の
渋
滞
問

題
は
解
消
さ
れ
る
か
。

答　

八
幡
三
木
ラ
ン
プ
ま

で
の
約
２
・
５
㌔
が
５
年

に
一
部
開
通
す
る
た
め
、

渋
滞
問
題
も
順
次
緩
和
さ

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
報
告
事
項

　

加
古
大
池
利
活
用
施
設

の
指
定
管
理
者
指
定
な
ど
。

（
11
月
11
日
開
催
）

小山　裕美
吉田　　剛
河田公利助
大路　　恒
辻元　誠志
山田　立美
長谷川和重

委 員 長

副委員長

委　　 員

〃

〃

〃

〃

東播磨道を現地調査（加古川市八幡町下村）

加古郡消防協会出初め式（天満東小学校体育館）



第
167号
令
和
5年
1月
25日

発
行

発
　
行
／
兵
庫
県
加
古
郡
稲
美
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り

〒
675-1115　

兵
庫
県
加
古
郡
稲
美
町
国
岡
1-1

☎
（
079）492-9147（

直
通
）　
F
A
X
492-7979

18あなたの声を議会だよりに ☎492-9147（直通） FAX492-7979 電子メール gikai@town.hyogo-inami.lg.jp

議会ホームページ
のQRコード

No.167
発行　稲美町議会
2023年 1月25日

委
員
長　
　
池
田　
博
美

副
委
員
長　
長
谷
川
和
重

委　
員　
　
山
口　
　
守

委　
員　
　
大
路　
　
恒

委　
員　
　
木
村　
圭
二

委　
員　
　
山
田　
立
美

町
内
に
７
団
体
の
卓
球

登
録
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、

各
団
体
で
練
習
し
て
い
ま

す
。
町
民
大
会
や
ふ
れ
あ

い
卓
球
大
会
な
ど
を
行
い
、

団
体
間
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
の
若
年
層
は
技
術
指
導

に
よ
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
、
高
齢
者
は
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
的
な

生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

卓
球
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
で
楽
し
み
な
が
ら
競
技

で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
卓
球
を
通
し
て
人
と

人
が
つ
な
が
り
、
町
が
よ

り
元
気
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

公
式
大
会
が
で
き
る
よ

う
に
、
い
な
み
野
体
育
セ

ン
タ
ー
に
空
調
設
備
を
設

置
し
て
ほ
し
い
で
す
。

卓
球
台
が
古
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
順
次
更
新
で

き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
関

連
の
予
算
を
拡
大
し
て
ほ

し
い
で
す
。

読
ん
で
い
ま
す
。
表
紙

や
最
終
ペ
ー
ジ
に
注
目
し

て
い
ま
す
。

住
民
と
議
会
の
距
離
が

近
く
な
る
よ
う
に
、
住
民

参
加
の
コ
ー
ナ
ー
や
子
ど

も
の
記
事
や
写
真
な
ど
元

気
の
で
る
記
事
を
載
せ
て

ほ
し
い
で
す
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か

議
会
だ
よ
り
は

読
ん
で
い
ま
す
か

卓
球
協
会
と
し
て

望
む
こ
と
は
何
で
す
か

町
に
望
む
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か

加古福祉会館で練習する「卓球協会」のみなさん

体
育
協
会
「
卓
球
協
会
」
を
訪
ね
て

130

●
議
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

小林　孝夫さん
   こばやし  たか お

（八軒屋）

稲
美
町
は
、
た
め
池
が
多
く
、
田

畑
が
広
が
り
、
草
花
が
美
し
く
、
空

気
が
お
い
し
い
等
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮

か
び
ま
す
。
現
在
、
先
人
か
ら
受
け

継
い
だ
土
地
を
、
私
た
ち
は
年
齢
と

　
こ
の
原
稿
を
考
え
て
い

る
時
に
、
稲
美
中
学
校
が

全
国
中
学
校
駅
伝
女
子
２

連
覇
の
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー

ス
。
「
耐
え
抜
い
て
全
力

を
出
し
切
っ
た
子
ど
も
た

ち
を
尊
敬
す
る
」
と
の
、

監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
。

　
彼
女
た
ち
に
元
気
を
い

た
だ
き
、
議
会
も
町
の
課

題
解
決
に
臨
み
ま
す
。

（
山
口　
守
）

みごと2連覇！
（稲美中学校女子陸上部）

12
月
定
例
会

と
も
に
守
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
地
域
の
人
た
ち
が
、
の
ど
か
で

美
し
い
田
園
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、

「
稲
美
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と

思
う
よ
う
な
稲
美
町
に
し
た
い
も
の

で
す
ね
。
そ
の
た
め
、
今
一
度
稲
美

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
壊
さ
な
い
よ
う
み

ん
な
で
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
。

「美しい稲美町」

広
報
常
任
委
員
会

7P・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13人が一般質問まちづくりをどうする

4P・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・指定管理者決まる（都市公園・加古大池）
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稲美町卓球協会
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